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市
道
岩
瀬
二
宮
線
の
進
捗
状
況
は

市
道
岩
瀬
二
宮
線
西
飯
岡
本
郷
間

の
道
路
整
備
の
そ
の
後
の
進
捗
状

況
を
伺
い
た
い
。

建
設
部
長　

延
長
区
間
が
長
く
調

整
事
項
も
多
い
路
線
で
す
が
、
本

年
秋
に
本
郷
か
ら
旧
下
泉
分
校
ま
で
一
・

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
の
地
権
者
、
ま
た

関
係
者
の
方
々
を
対
象
に
地
元
説
明
会
を

開
催
し
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
事
業
に

入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
有
効
利
用
や
心
肺
蘇
生
法
緊

急
救
命
措
置
の
初
期
対
応
に
つ
い
て

・ 

学
校
教
育
の
中
で
の
防
災
教
育
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

・ 

小
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
家
庭
訪
問

の
目
的
と
効
果
に
関
し
て

桜
川
市
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
選
定
答
申
を
受
け
、
今
後
、

補
助
予
算
な
ど
の
具
体
的
施
策
は
、
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

教
育
次
長　

補
助
制
度
の
運
用
に

つ
い
て
は
、
地
区
住
民
の
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
、
審
議
会
を
軸
と
し
て

許
可
制
度
の
周
知
・
徹
底
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

重
伝
建
保
存
委
員
会
設
立
と
県
へ
の

補
助
申
請
の
働
き
か
け
を

重
伝
建
保
存
地
区
の
設
計
価
格
や

家
屋
修
理
の
選
定
順
位
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
に
も
、
新
た
な
保
存
委
員
会

の
設
立
を
。
ま
た
、
市
の
財
政
負
担
軽
減

策
と
し
て
、
県
に
対
し
て
積
極
的
な
補
助

申
請
の
働
き
か
け
を
。

教
育
次
長　

現
在
、
保
存
審
議
会

が
あ
り
、
そ
の
前
の
位
置
づ
け

と
し
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
県
に

対
し
て
も
補
助
申
請
を
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

﹁
唯
一
予
防
で
き
る
が
ん
﹂
と
い

わ
れ
る
子
宮
頸
が
ん
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
、
効
果
の
あ
る
市
内
の
十
一
〜

十
四
歳
の
小
中
学
女
子
児
童
を
対
象
に
公

費
負
担
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将

来
の
社
会
を
担
っ
て
い
く
若
者
の
予
防
医

療
、
長
期
的
に
は
医
療
費
の
抑
制
、
少
子

化
対
策
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
市

と
し
て
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

市
長　

一
人
当
た
り
五
万
円
程
度

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
将
来

的
見
地
に
立
っ
て
、
予
防
医
療
、
医
療
費

の
抑
制
、
少
子
化
対
策
に
も
つ
な
が
る
有

効
な
事
業
で
す
。

　

家
庭
の
経
済
状
況
に
よ
っ
て
接
種
の
格

差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
平
成
二
十
三
年
度

予
算
に
お
い
て
公
費
負
担
で
実
施
し
て
い

き
た
い
。

谷
貝
小
の
通
学
路
の
安
全
対
策
は

谷
貝
小
の
通
学
道
路
︵
旧
道 
東
山

田
岩
瀬
線
︶の
早
急
な
安
全
対
策
は
。

建
設
部
長　

谷
貝
小
付
近
が
大
変

危
険
な
区
域
で
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
筑
西
土
木
事
務
所

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地
権
者
の
理
解

を
得
て
、
早
期
に
供
用
が
図
れ
る
よ
う
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

監
査
請
求
判
決
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
よ
り
数
件
の

監
査
請
求
が
出
て
い
る
が
、
判
決

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

市
長　

市
長
公
用
車
の
使
用
問
題

に
つ
い
て
は
現
在
控
訴
中
で
あ
り

慎
重
に
見
守
り
た
い
。
ま
た
、
交
際
費
に

つ
い
て
は
社
会
通
念
上
、
儀
礼
的
範
囲
で

妥
当
と
の
判
決
を
受
け
た
が
、
今
後
も
説

明
責
任
が
十
分
果
た
せ
る
よ
う
適
正
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

・ 

阿
部
田
地
区
の
桜
川
市
有
地
の
有
効
利

用
に
つ
い
て

市村　香 議員

大塚健次 議員

重
伝
建
保
存
地
区
の

選
定
を
受
け
て

具
体
的
施
策
は

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
取
り
組
み
は

問　

岩
瀬
駅
前
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
は
、
三

月
定
例
会
で
否
決
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
の
第
一
回
臨
時

会
に
て
再
提
出
さ
れ
、
議
決

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
第
一
回
臨
時
会
で

決
を
と
る
前
に
、
調
査
委
員

会
設
置
の
要
請
が
で
き
な

か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
何
を

調
査
し
た
い
の
か
。

答　

岩
瀬
駅
前
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
は
昨

年
七
月
に
完
了
し
ま
し
た

が
、
こ
の
補
正
予
算
は
、
半

年
以
上
も
経
過
し
た
三
月

議
会
で
の
提
出
で
す
。
こ
の

間
、
工
事
内
容
に
つ
い
て
執

行
部
よ
り
十
分
な
説
明
も

行
わ
れ
な
い
ま
ま
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
︵
岩
瀬
駅
前
地

区
︶
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

平
成
19
年
第
９
号
公
金
違
法
支
出
金
返
還

請
求
事
件
に
つ
い
て

　

そ
の
た
め
、
議
員
に
も
、

市
民
に
も
十
分
に
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
調
査
委
員

会
の
設
置
を
求
め
た
も
の

で
す
が
、
定
例
会
か
ら
臨
時

会
ま
で
の
期
間
が
一
週
間

と
短
く
、
時
間
的
に
困
難
で

し
た
。

　

ま
た
、
不
足
し
た
三
、

四
〇
〇
万
円
に
つ
い
て
の

補
正
予
算
を
組
ん
だ
も
の

が
、
そ
の
一
週
間
後
の
臨

時
会
で
は
八
〇
〇
万
円
も

減
額
さ
れ
、
二
、
六
〇
〇
万

円
で
再
提
出
さ
れ
て
お
り
、

工
事
内
容
等
に
疑
義
が
生

じ
て
い
る
こ
と
か
ら
調
査

を
願
い
た
い
。

問　

議
員
の
任
期
が
あ
と

二
・
三
ヵ
月
に
な
る
が
、
委

員
会
を
設
置
し
て
も
在
任

期
間
中
に
結
論
は
出
せ
る

の
か
。

答　

在
任
期
間
中
に
結
論
が

出
せ
る
の
か
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

疑
義
の
生
じ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

問　

工
事
代
金
の
支
払
い
を

問　

平
成
十
八
年
四
月
に
行

わ
れ
た
福
祉
環
境
常
任
委

員
会
視
察
研
修
は
、
視
察
先

が
埼
玉
県
小
川
町
で
あ
っ

た
が
、
宿
泊
地
は
帰
路
と

は
反
対
方
向
で
、
帰
路
の

半
分
ほ
ど
も
移
動
す
る
群

馬
県
安
中
市
の
温
泉
地
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
翌
日
は
視

察
研
修
に
関
連
す
る
も
の

が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

二
日
目
の
研
修
の
必
要
性

が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う

判
決
が
出
た
も
の
だ
が
、
東

京
高
裁
に
控
訴
を
し
て
覆

す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答　

そ
の
た
め
に
は
二
日
間

の
研
修
の
妥
当
性
を
証
明

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問　

今
回
の
裁
判
は
、
二
日

目
の
研
修
が
な
さ
れ
た
か

ど
う
か
が
争
点
に
な
っ
て

い
る
が
、
判
決
で
は
、
そ
の

た
め
の
宿
泊
は
必
要
の
な

い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
か
。

答　

裁
判
所
の
判
断
は
、
今

回
の
視
察
研
修
に
お
い
て
、

二
日
目
に
つ
い
て
は
日
程

表
を
掲
げ
ず
、
ま
た
、
視
察

報
告
書
に
も
記
載
が
な
く
、

宿
泊
に
つ
い
て
必
要
が
な

い
と
い
う
も
の
で
す
。

要 

望

　

今
回
の
裁
判
で
は
、
当
時

の
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

の
委
員
だ
っ
た
議
員
が
現

職
で
三
名
も
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
本
件
に
関
し
て

何
も
聞
か
さ
れ
て
い
な
い
。

裁
判
所
か
ら
参
考
人
と
し

て
招
致
さ
れ
た
こ
と
も
な

く
、
開
廷
日
も
分
か
ら
な
い

ま
ま
裁
判
が
進
行
し
た
。

　

ま
た
、
新
聞
等
に
は
事

実
と
相
反
す
る
記
事
が
載

せ
ら
れ
て
お
り
、
桜
川
市
、

ま
た
当
事
者
の
名
誉
回
復

の
た
め
に
も
控
訴
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

す
る
前
の
段
階
で
、
な
ぜ
調

査
特
別
委
員
会
の
設
置
を

申
し
出
な
か
っ
た
の
か
。

答　

岩
瀬
駅
前
地
区
整
備
事

業
の
工
事
は
昨
年
七
月
に

は
完
了
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
支
払
い
が
な
さ
れ
て

い
な
い
現
状
が
あ
っ
た
た

め
で
す
。
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